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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用者端末に設置され、使用者から郵便物または宅配物に対する発送人および受取人の
郵便情報の入力を受けて無人で受付登録サービスを提供するアプリケーション；前記アプ
リケーションと連動して無人受付サービスを提供し、管理する郵便／宅配管理サーバ；お
よび前記郵便物または宅配物を受納して重さおよび体積の少なくとも一つを測定し、測定
された情報を前記使用者端末に提供し、前記測定された郵便物または宅配物に対するラベ
ル用紙を出力する無人受付機を含む、無人郵便／宅配管理システム。
【請求項２】
　前記アプリケーションは、前記無人受付機から提供を受けた前記測定された情報および
事前に前記使用者から入力を受けた郵便情報に基づいて配送料金を算定する、または、前
記郵便／宅配管理サーバに配送料金の算定を要請し、算定された配送料金を受信すること
を特徴とする、請求項１に記載の無人郵便／宅配管理システム。
【請求項３】
　前記無人受付機は、前記郵便物または宅配物の測定情報に対してコードを生成し、生成
されたコードを画面に出力し、前記使用者端末が前記画面に出力されたコードを認識して
前記郵便物または宅配物の測定情報を受信することを特徴とする、請求項１に記載の無人
郵便／宅配管理システム。
【請求項４】
　前記無人受付機は、前記使用者端末と近距離無線通信で連結され、前記郵便物または宅
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配物の測定情報を前記使用者端末に伝送することを特徴とする、請求項１に記載の無人郵
便／宅配管理システム。
【請求項５】
　前記無人受付機は、前記郵便物または宅配物の測定情報と共に、前記郵便物または宅配
物に対する承認番号を前記使用者端末に提供することを特徴とする、請求項２に記載の無
人郵便／宅配管理システム。
【請求項６】
　前記アプリケーションは、前記配送料金に対する決済が遂行される前まで前記承認番号
を暗号化して画面に表示せず、前記使用者端末を通して配送料金に対する決済が完了する
と、前記承認番号を画面に表示することを特徴とする、請求項５に記載の無人郵便／宅配
管理システム。
【請求項７】
　前記無人受付機は、使用者の入力により前記承認番号の入力を受け、入力を受けた承認
番号が前記使用者端末に提供した承認番号と一致すれば、前記郵便物または宅配物の料金
精算によるラベル用紙を出力することを特徴とする、請求項６に記載の無人郵便／宅配管
理システム。
【請求項８】
　前記無人受付機は、前記郵便物または宅配物に対する承認番号を前記郵便物または宅配
物の測定情報と共に含んでコードに生成し、生成されたコードを画面に出力し、前記使用
者端末が前記画面に出力されたコードを認識して前記郵便物または宅配物に対する承認番
号および前記郵便物または宅配物の測定情報を獲得することを特徴とする、請求項５に記
載の無人郵便／宅配管理システム。
【請求項９】
　前記無人受付機は、前記ラベル用紙が貼り付けられた郵便物または宅配物を収去する前
まで臨時保管する一つ以上の受付保管箱を含み、前記郵便物または宅配物の測定情報を前
記使用者端末に提供するとき、前記一つ以上の受付保管箱に臨時保管されている全体保管
現況情報を含んで提供することを特徴とする、請求項５に記載の無人郵便／宅配管理シス
テム。
【請求項１０】
　郵便物または宅配物が投入される受納部；前記受納部に投入された郵便物または宅配物
に対して体積および重さの少なくとも一つを測定する体積／重さ測定部；前記体積／重さ
測定部により測定された前記郵便物または宅配物の測定情報を使用者端末に提供する制御
部；および前記体積／重さ測定部により測定された郵便物または宅配物に対してラベル用
紙を出力するラベル出力部を含む、無人受付機。
【請求項１１】
　使用者端末に設置されたアプリケーションが使用者から郵便物または宅配物に対する発
送人および受取人の住所を含む郵便情報の入力を受けるステップ；無人受付機が前記郵便
物または宅配物に対して重さおよび体積の少なくとも一つを測定するステップ；前記無人
受付機が測定された前記郵便物または宅配物の測定情報を前記使用者端末に提供するステ
ップ；および前記無人受付機が前記郵便物または宅配物に対するラベル用紙を出力するス
テップを含む、無人郵便／宅配管理方法。
【請求項１２】
　郵便物または宅配物を保管できる複数個の単位保管箱を含み、前記郵便物または宅配物
を配送した配送人の操作により前記単位保管箱に対する保管設定が入力されると、入力さ
れた保管情報をコードに生成し、前記コードを画面に出力する無人受付機；前記無人受付
機により生成されたコードを認識して前記コードに対応する保管情報を伝送する配送人端
末；および前記配送人端末から前記コードに対応する保管情報を収集して格納する郵便／
宅配管理サーバを含む、無人郵便／宅配管理システム。
【請求項１３】
　前記配送人端末は、前記無人受付機により生成されたコードを認識した後、配送に必要
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な配送人の名前または連絡先、受取人の名前または連絡先、配送料金、着払い時の口座の
少なくとも一つを含む追加情報の入力を受けると、入力を受けた追加情報を前記コードに
対応する保管情報と共に前記郵便／宅配管理サーバに伝送することを特徴とする、請求項
１２に記載の無人郵便／宅配管理システム。
【請求項１４】
　前記無人受付機は、前記配送人から保管設定のためのメニューが選択されると、現時点
で前記複数個の単位保管箱に対する全体保管現況情報を含んでコードに生成し、前記コー
ドを画面に出力し、前記配送人端末がアプリケーションを通して前記画面に出力されたコ
ードをスキャンして前記コードに含まれる全体保管現況情報を認識し、前記複数個の単位
保管箱のうち使用可能な単位保管箱に対して保管設定を入力すると、入力された保管情報
と前記認識された全体保管現況情報を前記郵便／宅配管理サーバに伝送することを特徴と
する、請求項１２に記載の無人郵便／宅配管理システム。
【請求項１５】
　前記郵便／宅配管理サーバは、前記配送人端末から前記コードに対応する情報を前記単
位保管箱別に収集して格納し、前記追加情報に含まれた受取人の連絡先に該当保管情報を
報知するためのメッセージを伝送することを特徴とする、請求項１３に記載の無人郵便／
宅配管理システム。
【請求項１６】
　前記無人受付機は、前記コード生成時、前記配送人により入力された該当単位保管箱に
対する保管情報と共に、現時点で前記単位保管箱を含む無人受付機の全体保管箱に対する
保管現況を示す全体保管現況情報を含んで生成することを特徴とする、請求項１２に記載
の無人郵便／宅配管理システム。
【請求項１７】
　前記配送人端末は、前記配送人により入力された該当単位保管箱に対する保管情報と共
に前記全体保管現況情報を前記郵便／宅配管理サーバに伝送し、前記郵便／宅配管理サー
バは、前記配送人端末から前記全体保管現況情報を受信し、前記無人受付機別にデータベ
ースに更新して格納することを特徴とする、請求項１６に記載の無人郵便／宅配管理シス
テム。
【請求項１８】
　前記無人受付機は、前記配送人の操作により前記単位保管箱に対する保管設定が入力さ
れるとき、ドアパスワードを発給し、前記ドアパスワードを含んでコードに生成すること
を特徴とする、請求項１２に記載の無人郵便／宅配管理システム。
【請求項１９】
　前記ドアパスワードは、受取人のための用途と共に、配送人および／または管理者のた
めの用途に互いに異なる複数個のドアパスワードをことを特徴とする、請求項１８に記載
の無人郵便／宅配管理システム。
【請求項２０】
　無人受付機が郵便物または宅配物を配送する配送人の操作により複数個の単位保管箱に
対して保管設定の入力を受けるステップ；前記無人受付機が前記配送人から入力された保
管情報をコードに生成し、前記コードを画面に出力するステップ；配送人端末が前記無人
受付機の画面に出力されたコードを認識するステップ；前記配送人端末が前記コードに対
応する保管情報を郵便／宅配管理サーバに伝送するステップを含む、無人郵便／宅配管理
システムの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、郵便物または宅配物の配送を無人で受付け、配送された郵便物または宅配物
に対して無人で保管および受取が可能な無人郵便／宅配管理システムおよび方法に関する
。
【背景技術】
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【０００２】
　近年、インターネットショッピングのようなオンライン取引の増加により、宅配荷物の
物流量は、毎年、増加の傾向にある。しかし、現実的に宅配会社の業務フローは、迅速な
物品配送を希望する使用者の要求を満たすほど速やかではない。
【０００３】
　例えば、宅配荷物を配送する前に、使用者が宅配会社を選定し、選ばれた宅配会社に有
線またはオンラインで荷物集荷を要請すると、宅配配達員の訪問を通して荷物を発送する
こととなる。ところが、宅配配達員の訪問は、宅配会社別に差があるが、ほとんど宅配荷
物を集荷するまで一日以上の時間を浪費するようになる。また、宅配配達員の訪問時、発
送する住所などを含む宅配情報をＰＤＡのような個人端末機で入力することもあるが、今
のところは、宅配配達員が手書きで作成することがほとんどであり、以後、荷物が集まる
集荷ターミナルで電算で再度入力される。このような過程で、宅配配達員または電算入力
過程のエラーが発生し得、この場合、荷物が間違った場所へ発送され、これによって配送
が遅れるという問題点がある。
【０００４】
　近来は、このような短所を克服するために、使用者が直接荷物を発送できる無人装置が
提案されているが、代表的に郵便局で運用する「無人郵便窓口」と、韓国登録特許第６２
５２５３号では、「無人宅配および配送物流システム」が挙げられる。
【０００５】
　従来、「無人郵便窓口」と「無人宅配および配送物流システム」は、図１に示したよう
に、郵便物または宅配物を無人で受付する無人受付機１０がネットワークを通して郵便／
宅配管理サーバ２０と連係して運営されている。
【０００６】
　即ち、無人受付機１０で使用者がタッチスクリーンを通して直接発送人および受取人の
配送住所を入力すると、通信網を通して郵便／宅配管理サーバ２０に配送住所を伝達して
受付け、無人受付機１０で郵便物または宅配物の体積または重さを測定して該当料金を決
済すると郵便証紙（ラベル用紙）を出力し、出力された郵便証紙を該当郵便物または宅配
物に貼り付けて受付箱に投入するようになっている。
【０００７】
　ところが、既存の無人受付機１０は、郵便／宅配管理サーバ２０と連動するために、ネ
ットワーク構築が必須であり、このために複雑な通信線を連結しなければならないので、
設置および維持コストが多くかかるという問題点がある。
【０００８】
　また、無人受付であっても使用者が現場で配送関連住所を入力しなければならず、使用
者の手書き入力による時間が必要となるので、無人受付機が置かれた郵便局で混雑時間帯
には依然として使用者が待機しなければならない不便さがある。
【０００９】
　一方、宅配会社から配送された郵便物または宅配物を保管および受取するにあたって、
近年、アパートには受取人の留守中にも宅配物品を受領することができ、家庭または事務
室に受取人がいても宅配配達員と直接対面することなく宅配物品を安全に伝達され得る無
人受付機が活用されている。
【００１０】
　しかし、このような無人受付機もまた図１に示したように遠隔統合管理のために管理サ
ーバと連係して運営されているので、無人受付機の設置時、ネットワーク構築が必須とな
る問題点がある。即ち、ネットワーク構築のために複雑な通信線を連結しなければならな
いので、設置および維持コストが多くかかるという問題点がある。
【００１１】
　また、無人で運用するため、保管箱のドアが開けないか、宅配物品が正確に保管されて
いるか等の問い合わせ事項が頻繁に発生するが、それに対処するためには、保管箱の状態
情報がリアルタイムでバックアップされなければならず、サーバとの連係が不可避的な問
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題点がある。
【００１２】
　関連の先行技術文献としては、韓国公開特許第１０－２０１４－０１１５６１４号公報
（発明の名称：スマートフォンを用いた無人宅配システム、公開日：２０１４年１０月０
１日）がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】韓国登録特許第６２５２５３号公報
【特許文献２】韓国公開特許第１０－２０１４－０１１５６１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　本発明は、前記の問題点を解決するために創案されたものであって、既存に無人受付機
と管理サーバが連動して無人受付を遂行していた業務を使用者端末を通して遂行するよう
に提供することで、無人受付機にネットワーク構築なしに簡便に設置が可能な無人郵便／
宅配管理システムおよび方法を提供することにその目的がある。
【００１５】
　特に、本発明は、使用者端末で発送人および受取人の住所を含む郵便情報を事前に入力
して受付を登録することができるので、無人受付機で直接入力しなければならない過程を
省略し、それによって無人受付機を通して処理する待機時間を最小化し、使用者の手書き
入力による不便さを解消しようとすることにある。
【００１６】
　また、本発明の他の目的は、無人受付機で郵便物または宅配物の体積、重さによって算
定された配送料金を使用者端末に提供し、使用者端末で料金決済がなされるように提供す
ることで、無人受付機に決済のための決済モジュール、インターネット連結のための通信
モジュールなどを省略し、無人受付機の製造単価を大幅に節減することにある。
【００１７】
　また、本発明のまた他の目的は、配送された郵便物または宅配物を無人受付機に無人で
保管し、その保管情報を配送人の端末を利用して管理サーバに伝達すると、管理サーバが
該当受取人に保管情報を伝達して報知することで物品を安全に保管および受取することが
でき、管理サーバが無人受付機と連係しなくても保管情報を収集できるので、現場で無人
受付機の設置が容易であり、ネットワーク構築のためのコストを節減できる無人郵便／宅
配管理システムおよび方法を提供することにある。
【００１８】
　また、本発明のまた他の目的は、配送人が無人受付機に保管した保管情報を管理サーバ
に伝達するとき、無人受付機に対する全体保管現況を含んで伝達することで管理サーバが
無人受付機に対する保管状態をリアルタイムでバックアップすることができ、特に、無人
受付機に物品を保管する度に最新情報に更新できるので、遠隔統合管理はもちろん、受取
人や配送人が無人受付機に関して問い合わせるとき、迅速な対処が可能でコールセンター
の運営を効率的にすることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１９】
　このために、本発明の一実施例に係る無人郵便／宅配管理システムは、使用者端末に設
置され、使用者から郵便物または宅配物に対する発送人および受取人の郵便情報の入力を
受けて無人で受付登録サービスを提供するアプリケーション；前記アプリケーションと連
動して無人受付サービスを提供し、管理する郵便／宅配管理サーバ；および前記郵便物ま
たは宅配物を受納して重さおよび体積の少なくとも一つを測定し、測定された情報を前記
使用者端末に提供し、測定された前記郵便物または宅配物に対するラベル用紙を出力する
無人受付機を含む。
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【００２０】
　本発明の一実施例に係る無人受付機は、郵便物または宅配物が投入される受納部；前記
受納部に投入された郵便物または宅配物に対して体積および重さの少なくとも一つを測定
する体積／重さ測定部；前記体積／重さ測定部により測定された前記郵便物または宅配物
の測定情報を使用者端末に提供する制御部；および前記体積／重さ測定部により測定され
た郵便物または宅配物に対してラベル用紙を出力するラベル出力部を含む。
【００２１】
　本発明の一実施例に係る無人郵便／宅配管理方法は、使用者端末に設置されたアプリケ
ーションが使用者から郵便物または宅配物に対する発送人および受取人の住所を含む郵便
情報の入力を受けるステップ；無人受付機が前記郵便物または宅配物に対して重さおよび
体積の少なくとも一つを測定するステップ；前記無人受付機が測定された前記郵便物また
は宅配物の測定情報を前記使用者端末に提供するステップ；および前記無人受付機が前記
郵便物または宅配物に対するラベル用紙を出力するステップを含む。
【００２２】
　一方、本発明の他の実施例に係る無人郵便／宅配管理システムは、郵便物または宅配物
を保管できる複数個の単位保管箱を含み、前記郵便物または宅配物を配送した配送人の操
作により前記単位保管箱に対する保管設定が入力されると、入力された保管情報をコード
に生成し、前記コードを画面に出力する無人受付機；前記無人受付機により生成されたコ
ードを認識して前記コードに対応する保管情報を伝送する配送人端末；および前記配送人
端末から前記コードに対応する保管情報を収集して格納する郵便／宅配管理サーバを含む
。
【００２３】
　本発明の他の実施例に係る無人郵便／宅配管理方法は、無人受付機が郵便物または宅配
物を配送する配送人の操作により複数個の単位保管箱に対して保管設定の入力を受けるス
テップ；前記無人受付機が前記配送人から入力された保管情報をコードに生成し、前記コ
ードを画面に出力するステップ；配送人端末が前記無人受付機の画面に出力されたコード
を認識するステップ；前記配送人端末が前記コードに対応する保管情報を郵便／宅配管理
サーバに伝送するステップを含むことができる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明の一実施例によれば、配送と関連して無人受付機で遂行していた全ての無人受付
過程を使用者端末と連動して処理するので、無人受付機とサーバとの間のネットワーク構
築が不要であり、これによって無人受付機の設置が容易であり、ネットワークエラーおよ
び補修コストを減らすことができる効果がある。
【００２５】
　また、本発明の一実施例によれば、使用者が郵便局などの無人受付機が置かれた場所に
訪問して郵便情報を入力するための時間を節約することができるので、無人受付機で処理
する待機時間を最小化することができ、混雑した郵便局での業務時間を減らすことができ
る効果がある。
【００２６】
　また、無人受付機で算定された郵便物または宅配物の配送料金を使用者端末に伝送して
使用者端末で決済を遂行することにより、無人受付機に決済のための決済モジュール、イ
ンターネット連結のための通信モジュールなどを省略し、無人受付機の製造単価を節減す
るのに効果がある。
【００２７】
　本発明の他の実施例によれば、郵便物または宅配物を配送する配送人が無人受付機に保
管し、その保管情報を配送人の端末を利用して管理サーバに伝達し、統合管理に必要な全
般的な保管情報を配送人が提供するようになるので、無人受付機と管理サーバとの間のネ
ットワーク構築が不要であり、これによって無人受付機の設置が容易であり、ネットワー
クエラーおよび補修コストを減らすことができる効果がある。
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【００２８】
　また、無人受付機の管理者の立場では、無人受付機と連係しなくても無人受付機に対す
る全体保管現況を収集してデータベースバックアップが可能であり、これを基盤に効率的
な遠隔統合管理はもちろん、無人受付機に関する問い合わせの際にも迅速な対処が可能で
あって、コールセンサの運営を効率的にできる効果がある。
【００２９】
　また、本発明の他の実施例では、無人受付機にコールセンターへの問い合わせが要請さ
れると、最近の保管現況を含むコードを直ちに生成し、コールセンターが使用者の端末を
媒介にしてコードに含まれた最近の保管現況を獲得するようになるので、正確な顧客対応
が可能な効果がある。
【００３０】
　また、受取人の立場では、無人受付機に保管された情報を受信し、留守中にも郵便物ま
たは宅配物を容易に受取でき、保管時、無人受付機のパスワードを利用するため、他人に
パスワードが露出せず、盗難を防止できる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】従来の無人郵便／宅配管理システムのネットワーク構成を示したブロック図であ
る。
【図２】本発明の一実施例に係る無人郵便／宅配管理システムのネットワーク構成を示し
たブロック図である。
【図３】本発明の一実施例に係る無人郵便／宅配管理システムに適用される無人受付機の
外観を示した例示である。
【図４】本発明の一実施例に係る無人郵便／宅配管理システムに適用される無人受付機の
外観を示した例示である。
【図５】本発明の一実施例に係る無人郵便／宅配管理システムに適用される無人受付機の
外観を示した例示である。
【図６】本発明の一実施例に係る無人受付機の細部構成図である。
【図７】本発明の一実施例に係る使用者端末の細部構成図である。
【図８】本発明の一実施例に係る無人郵便／宅配管理方法を説明するためのフローチャー
トである。
【図９】図８のＳ１０５ステップで無人受付機が近距離無線通信を通して測定情報を使用
者端末に提供する方法を説明するためのフローチャートである。
【図１０】図８のＳ１０５ステップで無人受付機がコード認識方式を利用して測定情報を
使用者端末に提供する方法を説明するためのフローチャートである。
【図１１】本発明の一実施例に係る無人郵便／宅配管理方法で提供される発送人／受取人
情報入力画面、承認番号提供画面を示した図である。
【図１２】本発明の一実施例に係る無人郵便／宅配管理方法で提供される発送人／受取人
情報入力画面、承認番号提供画面を示した図である。
【図１３】本発明の他の実施例に係る無人郵便／宅配管理システムのネットワーク構成を
示した図である。
【図１４】本発明の他の実施例に係る無人郵便／宅配管理システムに適用される無人受付
機の外観を示した例示図である。
【図１５】本発明の他の実施例に係る無人受付機の細部構成図である。
【図１６】本発明の他の実施例に係る無人郵便／宅配管理システムに適用される郵便／宅
配管理サーバの細部構成図である。
【図１７】本発明の他の実施例に係る無人郵便／宅配管理方法を説明するためのフローチ
ャートである。
【図１８】本発明の他の実施例に係る無人郵便／宅配管理方法で提供される設定画面を示
した図である。
【図１９】本発明の他の実施例に係る無人郵便／宅配管理方法で提供される設定画面を示
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した図である。
【図２０】本発明の他の実施例に係る無人郵便／宅配管理方法で提供される設定画面を示
した図である。
【図２１】本発明の他の実施例に係る無人郵便／宅配管理方法で受取人端末に提供される
情報画面を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　本明細書において用いられる技術的用語は、単に特定の実施例を説明するために用いら
れたものであり、本発明を限定しようとする意図ではないことに留意すべきである。また
、本明細書において用いられる技術的用語は、本明細書で特に異なる意味と定義されない
限り、本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者によって一般的に理解さ
れる意味に解釈されるべきであり、過度に包括的な意味に解釈されるか、または過度に縮
小された意味に解釈されてはならない。
【００３３】
　また、本明細書において用いられる単数の表現は、文脈上、明らかに異なるように意味
しない限り、複数の表現を含む。本出願において、「構成される」または「含む」などの
用語は、明細書上に記載された様々な構成要素、または様々なステップを必ず全て含むも
のと解釈されてはならず、そのうち一部の構成要素または一部のステップは含まれなくて
もよく、またはさらなる構成要素またはステップをさらに含んでもよいものと解釈される
べきである。
【００３４】
　以下、添付の図面を参照し、本発明の実施例を詳細に説明する。参考までに、本発明の
実施例は、郵便および宅配システムにおいて、無人受付サービス、無人保管および受取サ
ービスを区分して説明する。
【００３５】
　先ず、図２乃至図１３を参照し、郵便物または宅配物の配送を無人で接続する無人受付
サービスについて検討する。
【００３６】
　図２は、本発明の一実施例に係る無人郵便／宅配管理システムのネットワーク構成を示
したブロック図である。
【００３７】
　本発明の一実施例に係る無人郵便／宅配管理システムは、無人受付機１００、郵便／宅
配管理サーバ２００、使用者端末３００を含み、無人受付機１００が郵便／宅配管理サー
バ２００との連動なしに使用者端末２００と連係して無人受付を遂行するという点で特徴
がある。
【００３８】
　ここで、使用者端末３００は、発送人が所持する端末であり、発送人は、宅配会社職員
や個人などとなり得る。
【００３９】
　使用者端末３００には、無人郵便／宅配受付サービスを提供する専用アプリケーション
が設置され、設置された専用アプリケーションを通して郵便物または宅配物の無人受付を
登録する。登録時、使用者端末３００は、発送する郵便物または宅配物に対し、発送人お
よび受取人に関する郵便情報を必須入力し、付加的に配送種別を入力することができる。
発送人および受取人に関する郵便情報は、発送人または受取人の名前、住所、郵便番号、
連絡先などを含む。配送種別は、書留郵便、一般郵便、書留小包、一般小包、小包の中で
も取り扱い注意が要求される品目などを含む。
【００４０】
　また、使用者端末３００は、アプリケーションを通して郵便物または宅配物の体積およ
び重さの少なくとも一つに基づいて配送料金を算定することができる。または、アプリケ
ーションを通して郵便／宅配管理サーバ３００に郵便物または宅配物の体積および重さの
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少なくとも一つの測定情報を伝達して配送料金の算定を要請し、算定された配送料金を郵
便／宅配管理サーバ３００から受信することができる。
【００４１】
　アプリケーションに関する情報は、郵便／宅配管理サーバ２００に格納および管理され
、アプリケーションの設置は、使用者端末３００が郵便／宅配管理サーバ２００またはア
プリケーションオンラインマーケット（例えば、アップルアプリストア、アンドロイドマ
ーケットアプリストア等）に接続して該当アプリケーションをダウンロードする過程でな
され得る。
【００４２】
　アプリケーションは、使用者端末３００により実行されるとき、郵便／宅配管理サーバ
２００に接続し、使用者端末３００から入力された郵便物または宅配物の郵便情報、配送
種別などを郵便／宅配管理サーバ２００に伝送し、無人受付の登録が完了すると、郵便／
宅配管理サーバ２００から受付番号を受信し、それを使用者端末３００の画面に表示する
ようにする。
【００４３】
　また、使用者端末３００は、アプリケーションを通して郵便物または宅配物の料金を決
済できる。この場合、使用者端末３００は、料金決済のための決済モジュールが搭載され
、決済モジュールは、アプリケーションと連動してその機能を遂行する。このための使用
者端末３００の細部構成は、下記において図７を参照して説明する。
【００４４】
　使用者端末３００は、主にスマートフォン、ファブレット（ｐｈａｂｌｅｔ）、タブレ
ット（ｔａｂｌｅｔ）などのようにモバイルデバイスを適用することができる。しかし、
これに限定するものではなく、ＰＣ、ノートパソコンなど、郵便／宅配管理サーバ２００
に接続して無人受付を遂行できる端末であれば、その種類に関係なく適用可能である。
【００４５】
　郵便／宅配管理サーバ２００は、通信網を媒介にして使用者端末３００から郵便物また
は宅配物に関する情報、配送種別を受信し、使用者端末３００に受付番号を提供して無人
受付を登録し、管理する。このとき、郵便／宅配管理サーバ２００は、アプリケーション
を通して使用者端末３００から無人受付の要請を受け、これに対する受付番号を伝送する
ことにより無人受付サービスを管理する。
【００４６】
　また、郵便／宅配管理サーバ２００は、使用者端末３００の要請に応じて郵便物または
宅配物に関する情報に基づいて配送料金を算定し、該当使用者端末３００に提供できる。
【００４７】
　無人受付機１００は、発送する郵便物または宅配物に対して重さおよび体積の少なくと
も一つを測定し、測定された情報を使用者端末３００に提供する。このとき、無人受付機
１００は、測定された情報と共に郵便物または宅配物に対する承認番号を含んで提供する
。承認番号は、使用者端末３００で料金決済を遂行する前まで暗号化された状態で表示さ
れず、料金決済が完了すると、画面に出力して確認できるように提供される。
【００４８】
　また、無人受付機１００は、測定された郵便物または宅配物に対して料金精算によって
ラベル用紙を出力できる。
【００４９】
　特に、本発明の一実施例に係る無人受付機１００は、無人受付に必要な郵便情報入力、
料金決済などの業務を省略できるので、郵便／宅配管理サーバ２００と連動する必要がな
い。さらに、郵便物または宅配物の無人受付による承認番号を使用者端末３００に提供し
、決済以後、使用者が確認できるように画面に表示するので、決済に対する認証すら郵便
／宅配管理サーバ２００と連動しなくても遂行が可能である。従って、郵便／宅配管理サ
ーバ２００と連結するためのネットワーク構築（例えば、ラン設置工事等）を省略でき、
これによって場所にかかわらず無人受付機１００の設置が容易であり、製造単価もまた節
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減できる。また、混雑した時間帯にも無人受付機１００を通した業務の待機時間を顕著に
減らすことができる。
【００５０】
　図３乃至図５は、本発明の一実施例に係る無人受付機１００を具現した外観を示す例示
である。一例として、図３に示された無人受付機は、キオスク形態であって、無人受付サ
ービスを利用するのに必要な情報表示、入力操作が可能な入力部１００ａ、ラベル用紙を
出力する出力部１００ｂ、重さまたは体積を測定する測定部１００ｃ、受付登録した郵便
物または宅配物を集荷する前まで臨時保管するための受付保管箱１００ｄが備えられ得る
。
【００５１】
　図４に示された無人受付機は、図３の無人受付機と類似しており、郵便物または宅配物
を集荷する前まで臨時保管するための受付保管箱１００ｄ、１００ｅが二つ以上備えられ
、郵便物または宅配物に分類するか、または宅配物の体積によって分類して保管できる。
【００５２】
　図５に示された無人受付機１００は、超小型の端末であり、情報表示および入力操作が
可能な入力部１００ａ、ラベル用紙を出力する出力部１００ｂだけが備えられ得る。この
ような超小型の無人受付機１００を利用する場合、重さまたは体積を測定する測定部１０
０ｃや受付保管箱１００ｄの構成は別に設けられなければならないので、既に測定部１０
０ｃおよび受付保管箱１００ｄが設けられているコンビニエンスストアや郵便局窓口など
に容易に適用できる利点がある。
【００５３】
　図６は、本発明の一実施例に係る無人受付機の細部構成を示した図である。
本発明の一実施例に係る無人受付機１００は、無人受付サービスを提供するための構成で
あって、受納部１１０、体積／重さ測定部１２０、制御部１３０、近距離通信部１４０、
コード生成部１５０、ラベル出力部１６０を含む。
【００５４】
　受納部１１０は、郵便物または宅配物を受納するための空間が設けられる。受納部１１
０は、先に説明した無人受付機１００の受付保管箱とは異なるものであり、郵便物または
宅配物の体積、重さを測定するための空間と見られる。
体積／重さ測定部１２０は、受納部１１０内に設けられ、受納部１１０に投入された郵便
物または宅配物の体積または重さを測定する。
【００５５】
　体積／重さ測定部１２０は、少なくとも一つ以上のセンサを利用することができる。例
えば、重量センサを利用して郵便物または宅配物の重さ（重量）を測定し、カメラや赤外
線センサなどを利用して郵便物または宅配物の体積（大きさ）を測定することができる。
【００５６】
　制御部１３０は、体積／重さ測定部１２０を通して測定された情報の印加を受けて使用
者端末に提供する。また、制御部１３０は、体積／重さ測定部１２０を通して測定された
情報と共に、郵便物または宅配物に対する承認番号を含んで使用者端末に提供できる。こ
のために、制御部１３０は、近距離通信部１４０またはコード生成部１５０と連係して測
定情報を近距離無線通信方式またはコード認識方式を通して使用者端末に提供できる。
【００５７】
　近距離通信部１４０は、制御部１３０の制御により活性化され、使用者端末と近距離無
線通信を遂行する。
【００５８】
　コード生成部１５０は、体積／重さ測定部１２０を通して測定された情報と前記郵便物
または宅配物に対する承認番号を含んでコードを生成する。コードは、一次元または二次
元バーコード（ｂａｒｃｏｄｅ）、ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ＩＤｅ
ｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）、ＱＲ（Ｑｕｉｃｋ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）コード、ＮＦＣ（Ｎ
ｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）タグなどを含むことができる。



(11) JP 6524601 B2 2019.6.5

10

20

30

40

50

【００５９】
　例えば、近距離無線通信方式を利用する場合、制御部１３０が近距離通信部１４０と連
動して使用者端末との近距離無線通信が可能な画面を案内する。以後、使用者端末と近距
離無線通信が連結されると、制御部１３０が近距離通信部１４０を媒介にして使用者端末
に測定された情報を郵便物または宅配物の承認番号と含んで伝送する。
【００６０】
　コード認識方式を利用する場合、制御部１３０がコード生成部１５０を通して生成され
たコードを画面に出力することにより、使用者端末が画面スキャンを通してコードを認識
するように案内できる。
【００６１】
　一方、コード生成部１５０は、コード生成時、無人受付機１００の受付保管箱に臨時保
管されている現在の保管現況情報を含んで生成できる。このとき、基本的に無人受付機に
対する識別ＩＤ情報は含まれ、受付保管箱が一つ以上備えられる場合、全体受付保管箱に
対する保管現況情報を含んでコードに生成できる。これは、無人受付が発生する度に該当
一件の受付関連情報を郵便／宅配管理サーバに伝送しながら、それと同時に無人受付機１
００に対する全体保管現況情報を郵便／宅配管理サーバに伝達するようにすることで、郵
便／宅配管理サーバでリアルタイムバックアップが可能であるようにする。
【００６２】
　制御部１３０は、使用者の入力により承認番号の入力を受け、入力を受けた承認番号が
使用者端末に提供した承認番号と一致するか否かを判断する。一致すれば、制御部１３０
がラベル出力部１６０に郵便物または宅配物のラベル用紙出力を要請する。
【００６３】
　ラベル出力部１６０は、該当郵便物または宅配物に対して料金精算によるラベル用紙を
出力する。また、ラベル出力部１６０は、該当郵便物または宅配物に対する郵便情報、配
送種別などを含んで伝票を出力することもできる。この場合、ラベル出力部１６０は、使
用者端末または郵便／宅配管理サーバから郵便物または宅配物に対して既登録した郵便情
報、配送種別などを獲得して適用できる。
【００６４】
　また、ラベル出力部１６０は、料金精算とは関係なく測定された郵便物または宅配物に
対してラベル用紙を出力することができる。この場合、ラベル用紙には、測定された郵便
物または宅配物に対する測定情報または承認番号が含まれ得る。
【００６５】
　図７は、本発明の一実施例に係る無人郵便／宅配管理システムに適用される使用者端末
の細部構成図である。
【００６６】
　使用者端末３００は、入力部３１０、コードリーダー３２０、アプリ実行部３３０、制
御部３４０、料金決済部３５０、格納部３６０、郵便／宅配物受付部３７０、料金算定部
３８０、レシート発行部３９０を含む。
【００６７】
　入力部３１０は、使用者が無人受付を登録するために必要な情報を入力するための操作
手段が含まれる。操作手段には、キーパッド、キーボード、マウスなどが備えられ得、そ
の他、タッチ入力を利用した仮想キーボードが含まれ得る。仮想キーボードの場合、タッ
チスクリーンで備えられる表示画面と一体に形成され得る。
【００６８】
　コードリーダー３２０は、バーコード、ＲＦＩＤコード、ＱＲコード（登録商標）、Ｎ
ＦＣタグなどをスキャンしてコードに含まれた情報を認識する。コードリーダー１２０は
、コードの種類によってバーコードリーダー、ＲＦＩＤリーダー、ＱＲコード（登録商標
）リーダー、ＮＦＣタグリーダーなどを含むことができる。
【００６９】
　コードリーダー３２０は、使用者が直接コードリーダーアイコンを実行して活性化され
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得るが、下記の郵便／宅配物受付部３７０を通して無人受付登録が完了すると、自動で活
性化され、使用者端末３００の画面がスキャン画面に転換されるように具現することがで
きる。
【００７０】
　本発明の一実施例において、コードリーダー３２０は、無人受付機の画面スキャンを通
してコードに含まれた郵便物または宅配物の測定情報、認証番号を認識することができる
。また、無人受付機の使用履歴に対する全体保管現況情報を認識することができる。
【００７１】
　アプリ実行部３３０は、使用者のアプリ実行が要請されると、格納部３６０に格納され
ているアプリケーション情報を抽出して実行する。
【００７２】
　郵便／宅配物受付部３７０は、アプリ実行部３３０を通して実行されたアプリケーショ
ンを通して郵便物または宅配物に対する無人受付を処理および登録する。即ち、郵便／宅
配物受付部３７０がアプリケーションを通して郵便物または宅配物に対する発送人および
受取人の郵便情報、配送種別を入力するように要請し、前記要請により入力部３１０から
入力を受けた郵便情報を格納部３６０に格納する。格納された情報は、アプリケーション
を通して郵便／宅配管理サーバ（図２の３００）に伝達されてサーバに登録され、登録の
結果、郵便／宅配物受付部３７０が郵便／宅配管理サーバ（図２の２００）から受付番号
を受信することができる。前記配送種別の入力は、無人受付サービスが郵便物または宅配
物のうち一つに対する専用受付機に限定される場合、省略できる。
【００７３】
　料金算定部３８０は、コードリーダー３２０を通して獲得した、または、近距離通信を
通して獲得した郵便物または宅配物の測定情報、および、事前に郵便／宅配物受付部３７
０を通して登録しておいた郵便物または宅配物の郵便情報または配送種別に基づいて配送
料金を算定する。算定方法は、郵便物または宅配物の重さ、体積、配送距離、配送種別に
より差等をつけて算定するアルゴリズムを適用することができ、アルゴリズムは、アプリ
ケーションに含まれ得る。この場合、アルゴリズムのアップデートが要求される場合、郵
便／宅配管理サーバまたはアプリストアと連係してアプリケーションを更新することによ
り解決することができる。
【００７４】
　または、料金算定部３８０は、配送料金を直接算定せず、郵便／宅配管理サーバと連係
して配送料金を獲得することができる。即ち、コードリーダー３２０を通して獲得したか
、または近距離通信を通して獲得した郵便物または宅配物の測定情報を郵便／宅配管理サ
ーバに伝達して配送料金を算定するように要請し、郵便／宅配管理サーバから算定された
配送料金を受信することができる。このとき、料金算定部３８０は、コードリーダー３２
０を通して獲得したコード情報、即ち、郵便物または宅配物の測定情報だけでなく、コー
ドに含まれた無人受付機に対する全体保管現況情報を郵便／宅配管理サーバに伝達するこ
とができる。
【００７５】
　料金決済部３５０は、カード会社、銀行などを含む決済企業と連係して決済サービスを
提供する決済モジュールを含む。従って、料金決済部３５０は、料金算定部３８０で算定
された郵便物または宅配物の配送料金に対して決済を処理する。決済方式には、カード決
済、無通帳入金、口座（仮想口座）振込、モバイル決済、ポイント決済などを利用するこ
とができる。
【００７６】
　レシート発行部３９０は、料金決済部３５０を通して料金が決済完了すると、それによ
るレシートを発行する。
【００７７】
　制御部３４０は、入力部３１０を通して使用者からアプリ実行が要請されると、アプリ
実行部３３０にそれを伝達し、コードリーダー３２０を通して獲得したか、または近距離
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通信を通して獲得した測定情報を料金算定部３８０に印加しながら配送料金を算定するよ
うに要請する。
【００７８】
　このとき、制御部３４０は、コードリーダー３２０または近距離通信を通して測定情報
と共に郵便物または宅配物に対する承認番号を獲得し、獲得した承認番号を格納部３６０
に別途格納しておくか、または暗号化された状態で臨時格納して画面に表示されないよう
にする。
【００７９】
　また、制御部３４０は、料金算定部３８０で算定された配送料金に対する決済を遂行す
るように料金決済部３５０に要請することができる。前記決済要請により料金決済部３５
０を通して決済が完了すると、制御部３４０が前記承認番号を画面に表示して使用者が確
認できるように提供する。
【００８０】
　以上、先に説明した使用者端末、無人受付機の構成に基づいて、本発明の一実施例に係
る無人郵便／宅配管理方法について説明する。
【００８１】
　図８は、本発明の実施例に係る無人郵便／宅配管理方法を説明するためのフローチャー
トである。
【００８２】
　最初のＳ１００ステップで、使用者端末３００が端末に設置されたアプリケーションを
実行する。
【００８３】
　次のＳ１０１およびＳ１０２ステップで、使用者端末３００が郵便／宅配物受付部で、
実行されたアプリケーションを通して発送人、受取人の郵便情報を入力し、入力された郵
便情報を郵便／宅配管理サーバ２００に伝達して無人受付を登録する。無人受付の登録が
完了すると、使用者端末３００が郵便／宅配管理サーバ２００から受付番号を受信し、受
付登録が完了したことを確認することができる。
【００８４】
　例えば、図１１に、無人受付登録のために発送人、受取人の郵便情報１２ａ、１２ｂを
入力する画面を示している。入力画面には、発送する郵便物または宅配物に対して少なく
とも発送人の名前、連絡先、住所を入力する発送人の郵便情報入力欄１２ａ、受取人に対
して少なくとも名前、連絡先、住所などを入力できる受取人の郵便情報入力欄１２ｂを含
むことができる。また、配送種別（書留郵便、一般郵便、書留小包、一般小包、小包の中
でも取り扱い注意が要求される品目等）を入力する欄を含むことができる。
【００８５】
　次のＳ１０３ステップで、使用者が無人受付機１００の最初の画面で郵便物または宅配
物を発送するための「ｓｅｎｄ（送る）」メニューを選択し、これによって、無人受付機
１００が「ｓｅｎｄ（送る）」メニューの選択の入力を受ける。
【００８６】
　次のＳ１０４ステップで、無人受付機１００が発送する郵便物または宅配物の体積およ
び重さの少なくとも一つを測定する。
【００８７】
　次のＳ１０５ステップで、無人受付機１００が郵便物または宅配物の測定情報を使用者
端末３００に提供する。提供方法は、図９および図１０において例示している近距離無線
通信を利用した方式またはコード認識を通した方式のいずれか一つを利用することができ
る。
【００８８】
　また、前記Ｓ１０５ステップで、無人受付機１００は、郵便物または宅配物の測定情報
と共に郵便物または宅配物に対する承認番号を含んで使用者端末３００に提供することが
できる。このとき、使用者端末３００には、承認番号が暗号化された状態で提供され、決
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済したか否かによって画面に表示公開または表示非公開で遂行することができる。
【００８９】
　また、前記Ｓ１０５ステップで、無人受付機１００は、郵便物または宅配物の測定情報
と共に無人受付機１００の使用履歴に対する全体保管現況情報を含んで使用者端末３００
に提供することができる。
【００９０】
　次のＳ１０６ステップで、使用者端末３００が無人受付機１００から提供を受けた郵便
物または宅配物の測定情報を、既入力された郵便情報または配送種別と組み合わせて配送
料金を算定することができる。配送料金の算定は、使用者端末３００内のアプリケーショ
ンを通して遂行することができ、または郵便／宅配管理サーバ２００と連係して遂行する
ことができる。
【００９１】
　後者の場合、使用者端末３００が無人受付機１００から提供を受けた郵便物または宅配
物の測定情報を郵便／宅配管理サーバ２００に伝達しながら配送料金の算定を要請し、前
記要請により使用者端末３００が郵便／宅配管理サーバ２００から配送料金を受信するこ
とができる。
【００９２】
　次のＳ１０７ステップで、使用者端末３００が配送料金に対して決済を処理する。
【００９３】
　次のＳ１０８ステップで、決済が完了すると、図１２に示したように、使用者端末３０
０の画面に承認番号が表示される。
【００９４】
　次のＳ１０９ステップで、無人受付機１００が使用者の入力により使用者端末３００に
表示された承認番号の入力を受ける。
【００９５】
　次のＳ１１０ステップで、無人受付機１００が入力を受けた承認番号が使用者端末３０
０に提供した承認番号と一致するか否かを確認し、一致すれば、郵便物または宅配物の料
金精算によるラベル用紙を出力する。また、料金精算と関係なく郵便物または宅配物の測
定情報または承認番号が含まれたラベル用紙を出力することができる。
【００９６】
　次のＳ１１１ステップで、無人受付機１００がラベル用紙が貼り付けられた郵便物また
は宅配物が投入されると、それを保管箱に受納して保管する。
【００９７】
　最後に、Ｓ１１２ステップで、使用者端末３００が決済完了によるレシート発行を要請
し、それを画面に出力して決済を確認することができる。前記のステップは、前記Ｓ１０
８ステップで承認番号を与えられた後に直ちに遂行され得る。
【００９８】
　このような過程を通して、本発明の一実施例は、使用者が無人受付機１００が置かれた
場所に訪問する前に、使用者端末３００を通して発送人および受取人の住所を含む郵便情
報を入力して事前受付を遂行することができるので、無人受付機１００で直接入力しなけ
ればならない過程、入力するために待機しなければならない過程を省略でき、それによっ
て時間を節約することができる。また、使用者端末３００が無人受付機１００と連動して
無人受付機１００で測定された情報をリアルタイムで提供を受けて配送料金を算定および
決済することにより、サーバとの連動がなくても無人受付が可能となる。
【００９９】
　一方、図９は、図８のＳ１０５ステップで近距離無線通信を通して測定情報を使用者端
末に提供する方法を説明するためのフローチャートである。
【０１００】
　Ｓ２００ステップで、無人受付機１００が近距離無線通信を利用して使用者端末３００
と接続するための接続画面を案内する。
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【０１０１】
　以後、Ｓ２０１ステップで、使用者端末３００が近距離無線通信モジュールを活性化し
、無人受付機１００に接続を試みる。近距離無線通信には、ブルートゥース（登録商標）
（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標））を利用したビーコン、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌ
ｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）などがある。
【０１０２】
　以後、Ｓ２０２ステップで、無人受付機１００が近距離無線通信で連結された使用者端
末３００に郵便物または宅配物の体積、重さを測定した測定情報を伝送する。また、郵便
物または宅配物に対する承認番号を含んで伝送することができる。また、無人受付機１０
０の全体使用履歴に対する情報を含んで伝送することができる。
【０１０３】
　図１０は、図８のＳ１０５ステップでコード認識方式を利用して測定情報を使用者端末
３００に提供する方法を説明するためのフローチャートである。
【０１０４】
　先ず、Ｓ３００ステップで、無人受付機１００がコード生成部で、郵便物または宅配物
の体積、重さを測定した測定情報をコードに生成する。コード生成時、郵便物または宅配
物に対する承認番号、無人受付機１００の最近の使用履歴に対する全体現況情報を選択的
に含んでコードに生成できる。このとき、コードの種類は、バーコード、ＱＲコード（登
録商標）、ＮＦＣタグなどを利用することができる。
【０１０５】
　以後、Ｓ３０１ステップで、無人受付機１００が生成したコードを画面に出力する。
【０１０６】
　以後、Ｓ３０２およびＳ３０３ステップで、使用者端末３００が認識するコードの種類
とマッチングされるコードリーダーを活性化し、無人受付機１００の画面をスキャンする
。
【０１０７】
　以後、Ｓ３０４ステップで、使用者端末３００がコードリーダーを通して無人受付機１
００の画面に出力されたコードを認識する。
【０１０８】
　最後に、Ｓ３０５ステップで、使用者端末３００がコード認識を通してコードに含まれ
た測定情報、承認番号、無人受付機１００の全体保管現況情報を受信することができる。
【０１０９】
　このように、使用者端末３００が近距離無線通信またはコード認識を通して無人受付機
１００で測定された測定情報、承認番号を受信することにより、既存の無人受付機で遂行
していた料金算定および決済を省略できる。
【０１１０】
　次に、図１３乃至図２１を参照し、既に配送された郵便物または宅配物に対して無人で
保管および受取が可能な無人保管および受取サービスについて検討する。
【０１１１】
　図１３は、本発明の他の実施例に係る無人郵便／宅配管理システムのネットワーク構成
を示した図であり、図１４は、本発明の他の実施例に係る無人郵便／宅配管理システムに
適用される無人受付機の外観を示した例示図である。
【０１１２】
　本発明の他の実施例に係る無人郵便／宅配管理システムは、無人受付機１００、郵便／
宅配管理サーバ２００、配送人端末４００、受取人端末５００を含む。
【０１１３】
　本発明の他の実施例においては、無人受付機１００が郵便／宅配管理サーバ２００と直
接的に連結されず、配送人端末４００を通して無人受付機１００に対する保管情報を郵便
／宅配管理サーバ３００に伝達することで統合管理が可能であるように提供するという点
で特徴がある。
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【０１１４】
　無人受付機１００は、図１４に示したように、基本的に郵便物または宅配物を保管でき
る複数個の単位保管箱１０１を含むことができる。そして、各単位保管箱１０１に対して
保管設定を入力できる入力部１００ａを含むことができる。また、必要に応じて、無人受
付サービスのための構成（例えば、出力部１００ｂ、測定部１００ｃ、受納のための保管
箱１００ｄ等）を含むことができる。
【０１１５】
　無人受付機１００は、各単位保管箱１０１に対して識別番号（以下、保管箱番号）が付
与され、パスワードの入力で各単位保管箱１０１のドアを開放する。
また、無人受付機１００は、入力部１００ａを通して郵便物または宅配物に対する保管設
定が入力されると、入力された保管情報をコードに生成し、生成されたコードを入力部１
００ａの画面に出力する。
【０１１６】
　ここで、コードの生成は、ネットワーク連結が全く構築されていない無人受付機１００
が配送人端末４００を通して郵便／宅配管理サーバ２００に郵便物または宅配物の保管情
報を伝達するためのものであり、コードの種類は、保管情報を含むことができる程度の十
分な情報量を入れられるものであれば、全て適用が可能である。例えば、一次元または二
次元バーコード、ＲＦＩＤコード、ＱＲコード（登録商標）、ＮＦＣタグなどを適用する
ことができる。
【０１１７】
　一方、コード生成時、無人受付機１００は、無人保管が設定された該当単位保管箱１０
１の保管情報だけを含んで生成できるが、該当単位保管箱１０１の保管情報を含め、無人
受付機１００の全体保管箱に対する保管現況情報を含んでコードに生成できる。この場合
、無人受付機１００は、無人保管が設定される度に各単位保管箱１０１に対する保管情報
だけではなく、無人受付機１００の全体に対する保管現況情報を伝達するようになる。
【０１１８】
　一方、無人受付機１００でのコード生成は、配送人から保管設定の入力を受ける前に遂
行してもよい。例えば、無人受付機１００が配送人から保管設定のためのメニューが選択
されると、例えば、「保管」ボタンの選択信号が入力されると、現時点で複数個の単位保
管箱に対する全体保管現況情報を含んでコードに生成し、生成されたコードを画面に出力
する。このような画面を配送人端末４００がスキャンして画面に出力されたコードを認識
し、アプリケーションを通して複数個の単位保管箱のうち使用可能な単位保管箱に対して
保管設定を入力すると、入力された保管情報と、認識を通して獲得した全体保管現況情報
を郵便／宅配管理サーバ２００に伝送することができる。このような過程を経て保管情報
を受信した郵便／宅配管理サーバ２００は、前記保管情報に対するドアパスワードを生成
するとき、無人受付機と同一のドアパスワードが生成されるように同一のキー発生関数を
適用できる。
【０１１９】
　配送人端末４００は、郵便物または宅配物を配送する配送人の端末を意味する。配送人
は、宅配会社の宅配配達員となり得、個人または販売会社などとなり得る。
【０１２０】
　配送人端末４００は、無人受付機１００により生成されたコードを認識してコードに対
応する保管情報を獲得する。そして、獲得した保管情報を郵便／宅配管理サーバ２００に
伝送する。
【０１２１】
　このために、配送人端末４００には、コードの種類によるリーダーが搭載されるが、例
えば、ＱＲコード（登録商標）の場合、配送人端末４００は、ＱＲコード（登録商標）リ
ーダーを利用してコードをスキャンし、ＮＦＣタグの場合、配送人端末４００は、ＮＦＣ
タグリーダーを利用して非接触式方式によりタグをタギング（ｔａｇｇｉｎｇ）する。
【０１２２】
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　配送人端末４００は、配送人が個人的に所持する携帯端末、即ち、スマートフォンを利
用することができる。しかし、それに限定するものではなく、物品配送に適用される専用
スキャナーのようにコードリーダーが搭載され、郵便／宅配管理サーバ２００に接続して
データを送受信できる端末であれば、端末の種類に関係なく適用可能である。
【０１２３】
　配送人端末４００は、コードを認識する前に、該当コードリーダーを実行し、無人受付
機１００の画面１０２に近づける。仮に、コードを無人受付機１００の画面１０２に出力
せず、無人受付機１００と連結されたＮＦＣドングルやプリントを利用して出力した場合
、該当コード出力端に配送人端末４００をスキャン（またはタギング）できる。
【０１２４】
　スキャン後、配送人端末４００は、獲得した保管情報を画面に出力し、出力された画面
でさらなる保管情報の他に、配送人の連絡先、受取人の連絡先、着払い時の口座および料
金など、配送に必要な追加情報の入力を受ける。追加情報の入力は、配送人の操作により
遂行され、配送人が無人受付機１００により生成されたコードをスキャンした時点に獲得
した保管情報に対して追加して入力できる。または、配送人が配送する物品に対して受付
するとき、配送窓口で事前に追加情報を入力しておき、無人受付機１００により生成され
たコードをスキャンした時点に該当追加情報を呼んで設定することもできる。
【０１２５】
　追加情報が入力されると、配送人端末４００は、入力された追加情報を保管情報と共に
郵便／宅配管理サーバ２００に伝送する。従って、配送人端末４００は、無人受付機１０
０に郵便物または宅配物を保管する度にその保管情報と追加情報を郵便／宅配管理サーバ
２００に伝達する。
【０１２６】
　このとき、保管情報は、ＱＲコード（登録商標）またはＮＦＣタグのように無人受付機
１００で生成されたコード形態のまま郵便／宅配管理サーバ２００に伝達されてもよい。
また、追加情報には、受取人の連絡先以外に受取人の名前および住所などをさらに含むこ
とができ、配送人情報として配送人の名前、配送人が所属している宅配会社の名前などを
含むことができる。
【０１２７】
　一方、配送人端末４００は、先に説明した無人受付機１００からコード認識、配送に必
要な追加情報入力、郵便／宅配管理サーバ２００への保管情報伝送などの構成を一つの専
用アプリケーションを通して遂行できるように具現され得る。この場合、配送人端末４０
０は、専用アプリケーションを郵便／宅配管理サーバ２００またはオンラインマーケット
を通してダウンロードして設置し、設置された専用アプリケーションを実行することによ
り遂行され得る。郵便／宅配管理サーバ２００は、配送人端末４００からコードに対応す
る保管情報、即ち、単位保管箱１００に対する保管情報を収集して無人受付機別に格納す
る。そして、郵便／宅配管理サーバ２００は、保管情報と共に受信した追加情報で受取人
の連絡先を照会し、該当受取人端末５００に保管情報を報知するためのメッセージを伝送
する。
【０１２８】
　これによって、受取人端末５００は、郵便／宅配管理サーバ２００からメッセージを確
認し、該当単位保管箱１０１の番号に保管されている物品を受取するようになる。
【０１２９】
　このとき、受取人端末５００は、郵便／宅配管理サーバ２００から受信したメッセージ
にドアパスワード（または承認番号）が含まれ得る。ドアパスワードは、配送料金が先払
いで決済された場合、直ちに表示され、着払いの場合、決済が完了した後、表示され得る
。従って、受取人がメッセージに含まれたドアパスワードを確認し、無人受付機１００に
入力して受取できる。
【０１３０】
　また、受取人端末５００は、郵便／宅配管理サーバ２００から受信したメッセージに保
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管情報を確認するのに必要な専用アプリケーションを設置するための情報が含まれ得る。
この場合、受取人端末５００が該当アプリケーションを設置し、設置されたアプリケーシ
ョンを実行して本人に対する保管情報、ドアパスワードを照会することができる。
【０１３１】
　一方、受取人端末５００に保管情報を確認するのに必要な専用アプリケーションが既に
設置されている場合、郵便／宅配管理サーバ２００が専用アプリケーションを通して受取
人端末５００に該当保管情報を報知するためのメッセージをプッシュ通知できる。
【０１３２】
　一方、先に配送人端末４００で説明した配送人の連絡先、受取人の連絡先、着払い時の
口座および料金など、配送に必要な追加情報を無人受付機１００でも入力できる。即ち、
無人受付機１００が入力部１００ａを通して保管情報と共に追加情報の入力を受けること
ができ、この場合、無人受付機１００が入力を受けた追加情報を保管情報と共にコードに
生成する。
【０１３３】
　それを具現するための無人受付機は、下記のように構成される。
【０１３４】
　図１５を参照すると、本発明の他の実施例に係る無人受付機１００は、入力部１０２、
制御部１０３、ドア開閉部１０４、コード生成部１０５、情報データベース１０６を含む
ことができる。
【０１３５】
　その構成は、無人受付機１００をハードウェア的に区分して図示したものであり、機構
的には、図１４に示したように、郵便物または宅配物を保管できる複数個の単位保管箱１
０１を含み、各単位保管箱１０１にドアが設けられる。また、無人受付機１００は、各単
位保管箱１０１に対して識別番号を付与することができる。
【０１３６】
　入力部１０２は、無人受付機１００に保管設定のために必要な情報表示および入力操作
が可能な手段が含まれる。操作手段としては、キーパッド、キーボード、マウスなどが備
えられ得、その他、タッチ入力を利用した仮想キーボードが含まれ得る。仮想キーボード
の場合、タッチスクリーンと一体に形成され得る。
【０１３７】
　ドア開閉部１０４は、各単位保管箱１０１に設けられているドアの開閉を制御する。即
ち、ドア開閉部１０４は、ドアパスワードの入力によりドアを開放する。
【０１３８】
　コード生成部１０５は、バーコード、ＱＲコード（登録商標）、ＲＦＩＤコード、ＮＦ
Ｃタグのうち選択された任意のコードを生成する。
【０１３９】
　制御部１０３は、入力部１０２に保管設定のためのメニュー画面、受取確認のためのメ
ニュー画面などを表示して案内できる。
【０１４０】
　例えば、制御部１０３は、保管設定のためのメニュー画面を通して、配送人から郵便物
または宅配物保管メニューの選択の入力を受け、細部的に物品の受取であるか保管である
かを選択する受取／配送選択、単位保管箱番号選択、保管設定などに関する設定情報の入
力を受ける。このような設定情報に基づいて、制御部１０３は、各単位保管箱に対して郵
便物または宅配物を保管するか否かを設定する。郵便物または宅配物の保管設定が完了す
ると、制御部１０３が設定完了した保管情報を情報データベース１０６に格納する。
【０１４１】
　情報データベース１０６は、保管箱情報１０６ａおよび受取人情報１０６ｂを区分して
データベース化できる。保管箱情報１０６ａは、各単位保管箱に対して設定された保管情
報および無人受付機１００の全体保管現況を示す全体保管情報を含む。受取人情報１０６
ｂは、保管設定のためのメニュー画面でさらに受取人に対する情報が入力される場合、そ
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れを単位保管箱番号および保管情報とマッチングして格納される。
【０１４２】
　また、制御部１０３は、受取確認のためのメニュー画面で、受取人からドアパスワード
の入力を受けて、入力を受けたドアパスワードを認証し、その認証結果をドア開閉部１０
４に伝達する。認証結果によって各単位保管箱のドアを開放させることができる。
【０１４３】
　また、制御部１０３は、郵便物または宅配物の保管設定時、入力を受けた保管情報をコ
ード生成部１０４に伝達してコード化できる。仮に、無人受付機１００で受取人または配
送人選択、単位保管箱番号選択、保管設定などに関する設定情報以外に配送に必要な追加
情報が入力される場合、入力を受けた追加情報をコード生成部１４０に伝達して保管情報
と共にコード化できる。ここで、配送に必要な追加情報には、配送人の連絡先、受取人の
連絡先、着払い時の入金する口座および料金などがある。
【０１４４】
　また、制御部１２０が入力を受けた保管情報をコード生成部１４０に伝達するとき、情
報データベース１５０に既格納された保管箱情報１５２から無人受付機１００に対する全
体保管箱現況を示す全体保管情報を検出してコード生成部１４０に伝達できる。すると、
コード生成部１４０では、該当単位保管箱に対する保管情報はもちろん、現時点で単位保
管箱を含む無人受付機の全体保管情報を含んでコードを生成するようになる。
【０１４５】
　従って、本発明の他の実施例においては、無人受付機１００により生成されたコードを
スキャンする配送人端末を通して、無人受付機１００の全体保管情報を郵便／宅配管理サ
ーバ２００に伝達するようになる。
【０１４６】
　一方、本発明の他の実施例に係る無人受付機１００は、駆動に必要な電源をバッテリー
で適用できる。この場合、無人受付機１００は、ネットワーク構築のための通信線だけで
はなく、電源供給のための電源線も不要であり、場所にかかわらず設置が容易である。ま
た、無人受付機１００にバッテリー交換モジュールを含み、管理者または無人受付された
郵便物または宅配物を集荷する集荷人がバッテリーを交換できるようにすることができる
。
【０１４７】
　また、本発明の他の実施例に係る無人受付機１００は、コールセンターと直ちに連係で
きるように「顧客センター問い合わせ」ボタンを提供できる。この場合、無人受付機１０
０は、配送人または受取人により顧客センター問い合わせボタンが選択される瞬間、無人
受付機１００の全体保管情報をコードに生成し、生成したコードを画面に出力して顧客セ
ンター問い合わせを要請した配送人または受取人にコードを認識するように案内できる。
顧客センター問い合わせを要請した配送人または受取人が端末を通してコードを認識する
と、該当コールセンターに連結できる画面が提供され、コードに含まれた無人受付機１０
０の全体保管情報は、コールセンターのサーバに伝達される。このような過程を通して、
コールセンターでは、顧客センター問い合わせを要請した配送人または受取人の端末から
受信した情報に基づいて迅速な顧客対応が可能である。ここで、コールセンターのサーバ
は、郵便／宅配管理サーバとなり得、または別のサーバとなり得る。
【０１４８】
　一方、以上において説明した無人受付機１００の構成は、ソフトウェア的な制御プログ
ラムまたは一つのアプリケーションで具現できる。この場合、ソフトウェア的な制御プロ
グラムまたはアプリケーションは、コンピュータ読み取り可能な所定の記録媒体に記録し
ておくことができる。例えば、記録媒体は、各再生装置の内蔵型でハードディスク、フラ
ッシュメモリ、ＲＡＭ、ＲＯＭなどであるか、外装型でＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷのような光
ディスク、コンパクトフラッシュ（登録商標）カード、スマートメディア、メモリスティ
ック、マルチメディアカードであってよい。
【０１４９】
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　図１６は、本発明の他の実施例に係る無人郵便／宅配受付システムに適用される郵便／
宅配管理サーバの細部構成図である。
【０１５０】
　郵便／宅配管理サーバ２００は、データ受信部２１０、コード認識部２２０、保管箱管
理部２３０、データベース２４０を含む。
【０１５１】
　データ受信部２１０は、配送人端末（図１の３００）から無人受付機（図１の１００）
に対する保管情報を受信する。受信したデータは保管箱管理部２３０に伝達され、保管情
報が無人受付機（図１の１００）で生成したコード形態で受信された場合は、コード認識
部２２０に伝達される。
【０１５２】
　コード認識部２２０は、任意のコードを認識してコードに含まれた保管情報を獲得する
。
【０１５３】
　保管箱管理部２３０は、データ受信部２１０を通して受信された保管情報を収集してデ
ータベース２４０に格納し、コード認識部２２０を通して保管情報を獲得した場合、コー
ド認識部２２０から保管情報の伝達を受けてデータベース２４０に格納することができる
。
【０１５４】
　ここで、データ受信部２１０を通して受信された保管情報は、無人受付機（図１の１０
０）で設定された保管情報と、配送人端末（図１の４００）で追加して設定した追加情報
をいずれも含む。従って、データ受信部２１０を通して受信された保管情報は、無人受付
機および単位保管箱番号、物品の種類、配送人（または配送人の宅配会社の名前）の連絡
先、受取人の連絡先、受取人の名前または住所などを含む。
【０１５５】
　一方、保管箱管理部２３０は、データ受信部２１０を通して受信された保管情報に無人
受付機に対する全体保管情報が含まれた場合、それをデータベース２４０に更新して格納
することができる。この場合、保管箱管理部２３０は、配送人から物品保管が設定される
と、配送人端末から無人受付機の現在の保管現況を受信するようになるので、リアルタイ
ムバックアップが可能であり、物品保管を設定する度に最新情報に更新が可能となる。更
新された無人受付機の全体保管情報は、コールセンターでの対応のために情報照会が可能
であるように提供される。
【０１５６】
　以上、先に説明した構成を参照し、本発明の他の実施例に係る無人郵便／宅配保管方法
について説明する。
【０１５７】
　図１７は、本発明の他の実施例に係る無人郵便／宅配保管システムの制御方法を説明す
るためのフローチャートであり、図１８乃至図２０は、本発明の他の実施例に係る無人郵
便／宅配管理方法で提供される設定画面を示した図である。
【０１５８】
　先ず、Ｓ４００ステップで、無人受付機１００が郵便物または宅配物（以下、物品とも
称する）を配送した配送人から複数個の単位保管箱に対する保管設定の入力を受ける。
【０１５９】
　前記ステップでは、無人受付機１００の画面に保管設定のためのメニュー画面が表示さ
れ、このメニュー画面を通して保管設定を遂行することができる。例えば、保管設定のた
めのメニュー画面で物品の保管であるか受取であるかを選択する受取／配送選択、保管箱
番号選択（図１８の設定画面参照）、保管設定など、簡略な保管情報を入力できる入力欄
を案内し、これに対して入力を受けることができる。
【０１６０】
　次のＳ４０１ステップで、保管設定のための入力が完了すると、無人受付機１００が該
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当保管情報を既定義されたコードに生成する。そして、無人受付機１００が生成されたコ
ードを画面に出力するか、ＮＦＣドングルまたはプリンタを利用してコードを出力できる
。
【０１６１】
　次のＳ４０２ステップで、配送人端末４００が無人受付機１００の画面に近づけて画面
に出力されたコードをスキャンするか、または無人受付機１００と連結されたＮＦＣドン
グルをタギングしてコードを認識する。例えば、コードがＱＲコード（登録商標）の場合
、配送人端末４００は、図１９に示したように、ＱＲコード（登録商標）をスキャンする
画面を活性化してＱＲコード（登録商標）を認識し、コードがＮＦＣタグの場合、配送人
端末４００がＮＦＣドングルをタギング（またはタッチ）することによりコードを認識す
ることができる。
【０１６２】
　次のＳ４０３ステップで、配送人端末４００がコード認識を通してコードに含まれてい
る保管情報を獲得する。獲得した保管情報は、配送人端末４００の画面に出力され、配送
人が確認できるように提供することができる。
【０１６３】
　次のＳ４０４ステップで、配送人端末４００がアプリケーションを通して配送に必要な
追加情報の入力を受けることができる。例えば、図２０に示した画面のように、配送人の
名前または連絡先、受取人の名前または連絡先、物品の種類、配送料金、着払い時の入金
する口座などを追加して入力を受けることができる。その入力ステップは、図１７におい
て、配送人端末４００が無人受付機１００により生成されたコードをスキャンするステッ
プ（Ｓ１２０）以後に遂行するものと示しているが、これに限定するものではなく、配送
人が配送窓口で物品を受付するとき、事前に追加情報を入力することもできる。この場合
、Ｓ４０４ステップでは、配送人端末４００が事前に入力した追加情報を呼び、保管情報
とマッチングする機能を遂行する。
【０１６４】
　次のＳ４０５ステップで、配送人端末４００が入力を完了するメニューを選択する。
【０１６５】
　次のＳ４０６ステップで、配送人端末４００がコード認識を通して獲得した保管情報と
追加情報を含んで郵便／宅配管理サーバ２００に伝送する。
【０１６６】
　前記Ｓ４０２乃至Ｓ４０６ステップは、配送人端末４００に設置された専用アプリケー
ションまたはソフトウェア的なプログラムを通して遂行することができる。
【０１６７】
　次のＳ４０７およびＳ４０８ステップで、郵便／宅配管理サーバ２００は、配送人端末
４００から無人受付機１００に対する保管情報を受信し、それをデータベースに無人受付
機別に収集および格納する。
【０１６８】
　前記Ｓ４０７ステップで、郵便／宅配管理サーバ２００は、配送人が無人受付機に物品
を保管する度に配送人端末４００から該当保管情報を受信するようになる。
【０１６９】
　最後に、Ｓ４０８ステップで、郵便／宅配管理サーバ２００が無人受付機に対する保管
情報について受取人の連絡先を照会し、該当受取人端末５００に保管情報を報知するため
のメッセージを伝送する。
【０１７０】
　そこで、受取人端末５００は、郵便／宅配管理サーバ２００から物品保管に対する情報
を報知メッセージで受信することができる。受信された報知メッセージには、物品が保管
された単位保管箱に関する情報が含まれており、受取人が報知メッセージを確認して物品
を安全に受取できる。または、図２１に示したように、ドアパスワード（承認番号）が含
まれた報知メッセージを受信することができる。この場合、受取人が報知メッセージに含



(22) JP 6524601 B2 2019.6.5

10

20

30

40

50

まれたドアパスワード（承認番号）を確認し、無人受付機１００に入力して物品を受取で
きる。
【０１７１】
　また、受信された報知メッセージには、物品保管に対する情報を確認するのに必要な専
用アプリケーションを設置するための情報が含まれ得る。この場合、受取人端末４０は、
専用アプリケーションを設置するための情報によって専用アプリケーションを設置し、設
置された専用アプリケーションを実行して物品保管に対する情報を照会および確認するこ
とができる。
【０１７２】
　また、受取人端末５００に専用アプリケーションが既に設置された場合、受取人端末５
００は、専用アプリケーションを通してアラームメッセージをプッシュ形態で受信するこ
とができる。専用アプリケーションは、受取人端末５００を通して後で保管されている物
品を受領した後、受取確認を要求することもできる。また、着払い時、専用アプリケーシ
ョンを通して無通帳入金またはカード決済が可能であるように提供することができる。
【０１７３】
　これによれば、物品受領時、受取人が無人受付機１００で該当単位保管箱の番号または
ドアパスワードを入力すると、無人受付機１００がドアパスワードに対する認証を通して
該当単位保管箱のドアを開放するようになることで安全に物品を受取することができる。
【０１７４】
　ドアパスワードは、サービス方式によって、無人受付機１００、郵便／宅配管理サーバ
２００により設定され得る。
【０１７５】
　一例として、ドアパスワードが無人受付機１００により設定される場合、無人受付機１
００が配送人により入力された保管情報をコードに生成するステップ（Ｓ１１０）以前に
、該当単位保管箱に対してドアパスワードを任意に発給し、発給したドアパスワードを含
んでコードを生成する。コードに含まれたドアパスワードは、配送人端末４００を通して
郵便／宅配管理サーバ２００に伝送され、郵便／宅配管理サーバ２００が受取人端末５０
０に保管情報を報知するためのメッセージを伝送するとき、前記メッセージにドアパスワ
ードを含んで伝送することができる。このとき、無人受付機１００は、コードに含まれる
ドアパスワードに対して暗号化し、配送人端末４００がコードを認識してもコードに含ま
れているドアパスワードを確認できないようにすることができる。また、郵便／宅配管理
サーバ４００が受取人端末５００にメッセージを伝送するとき、ドアパスワードを除く保
管情報だけを確認できるようにし、ドアパスワードは、専用アプリケーションを通して確
認できるように提供することができる。
【０１７６】
　他の例として、ドアパスワードが郵便／宅配管理サーバ２００で設定され得る。このと
き、郵便／宅配管理サーバ２００で設定されたドアパスワードに対して無人受付機１００
で認証するためには、無人受付機１００でも郵便／宅配管理サーバ２００で設定されたド
アパスワードに対して情報同期化が必要である。
【０１７７】
　このために、無人受付機１００および郵便／宅配管理サーバ２００が単位保管箱に対す
るドアパスワードを生成するキー発生関数を同様に適用し、無人受付機１００で設定され
たドアパスワードと郵便／宅配管理サーバ２００で設定されたドアパスワードが互いに同
一であるようにする。例えば、無人受付機１００で任意単位保管箱に対して保管設定が入
力されると、該当単位保管箱のドアパスワードをキー発生関数に基づいて発給し、発給さ
れたドアパスワードはコードに含まれず、無人保管箱１００に自体格納しておくことがで
きる。郵便／宅配管理サーバ２００では、配送人端末４００から受信される保管情報によ
り無人受付機１００と同一のキー発生関数に基づいてドアパスワードを発給する。この場
合、郵便／宅配管理サーバ２００は、無人受付機１００でドアパスワードを発給した順番
や保管情報などの変数に基づいて発給することにより、無人受付機１００で発給されたド
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／宅配管理サーバ２００それぞれでドアパスワードを発給するため、配送人端末４００を
通してドアパスワードを伝送する過程で発生する情報エラー、脆弱な保安問題を解消する
ことができる。また、配送人が無人受付機１００で保管情報を設定せず、配送人端末のア
プリケーションを通して入力しても、前記キー発生関数方式により、無人受付機１００で
は保管設定された保管箱の情報を自体判断して管理することができる。
【０１７８】
　一方、ドアパスワードは、受取人のための用途と共に、配送人および／または管理者の
ための用途に互いに異なる複数個のドアパスワードを含むことができる。例えば、顧客用
ドアパスワード、配送用ドアパスワード、管理用ドアパスワードに区分し、それぞれに対
して異なるパスワードを生成して発給することができる。無人受付機１００で顧客（受取
人）が受取する時は、顧客用ドアパスワードを利用し、配送エラーや配送人がまた物品を
回収する場合は、配送用ドアパスワードの発給を受けて利用し、管理者は、無人受付機１
００の管理のために管理用ドアパスワードの発給を受けて利用するようにすることができ
る。このとき、ドアパスワードの発給は、用途に応じて無人受付機１００または郵便／宅
配管理サーバ２００それぞれで別個に発給が可能であり、または無人受付機１００または
郵便／宅配管理サーバ２００それぞれで初めてドアパスワードを生成するとき、用途別に
一度に生成して発給することができる。
【０１７９】
　一方、前記Ｓ４０１ステップで、無人受付機１００が配送人により入力された任意単位
保管箱に対する保管情報と共に、無人受付機１００に対する全体保管現況情報を含んでコ
ードを生成することができる。
【０１８０】
　すると、郵便／宅配管理サーバ２００が配送人端末４００を通して現在配送人が設定し
た保管情報と共に、該当無人受付機１００に対する全体保管現況を収集してリアルタイム
バックアップが可能である。これによって、郵便／宅配管理サーバ２００が無人受付機１
００と連係しなくても遠隔で無人受付機１００に対する統合管理が可能であり、コールセ
ンターと連係して受取人または配送人が無人受付機で物品を受領する時に発生する問い合
わせに対しても速かに対処が可能である。
【０１８１】
　以上の説明は、本発明を例示的に説明したものに過ぎず、本発明の属する技術の分野に
おける通常の知識を有する者により本発明の技術的思想を外れない範囲で様々な変形が可
能であるだろう。従って、本発明の明細書に開示された実施例は、本発明を限定するもの
ではない。本発明の範囲は、下記の特許請求の範囲により解釈されるべきであり、それと
均等な範囲内にある全ての技術も本発明の範囲に含まれるものと解釈されるべきである。
【産業上の利用可能性】
【０１８２】
　本発明は、郵便局や宅配会社など、郵便物または宅配物の発送受付、保管および受取サ
ービスを提供する郵便サービスまたは宅配サービス関連の技術分野に適用可能である。
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